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永吉　美悠さん

口之島小学校卒業

卒業生の皆さん、ご卒業　  おめでとうございます！
　春の訪れを感じ始めた 3月。夢と希望に満ちあふれた 10 名の児童が中学校へと足を進め、5
名の生徒が学び舎を巣立っていきます。
　卒業生 5名は各学校や各地域で学んだ多くのことを胸に、それぞれの夢・目標に向かって大き
く羽ばたいてもらいたいものです。
　ここでは、小学校・中学校の卒業生をご紹介します。これからも頑張ってください。

日高　裕星さん

口之島中学校卒業

中之島小学校卒業

羽生　伊織さん

中之島中学校卒業

小林　良介さん

諏訪之瀬島小学校卒業

秋庭　吐火羅さん

諏訪之瀬島中学校卒業

伊東　聖真さん

諏訪之瀬島小学校卒業

山中　雪嘉さん悪石島小学校卒業

有川　雅さん

諏訪之瀬島中学校卒業

東　竜平さん

小宝島小学校卒業

清水　宏太郎さん

宝島小学校卒業

中村　久光さん

　私は４年生の時に口之
島に来ましたが、毎日が
とても楽しく、充実して
います。特に、今年の「ト
カラ列島島巡りマラソン
大会」が思い出に残って
います。将来の夢は、患
者さんに信頼されるお医
者さんになることです。
そのためにも、中学校で
は勉強や部活を一生懸命
頑張ります。みなさん、
今までありがとうござい
ました。中学生になって
もよろしくお願いいたし
ます。

　僕の口之島での思い出
は、エイサーです。エイサー
は、小学校低学年の頃から
学校で踊り始めた沖縄の伝
統芸能です。高学年になる
と僕に初めて後輩ができ、
みんなに細かいところを指
導して、島の運動会や文化
祭等で披露しました。体を
動かすことが好きな僕は、
エイサーをするのがとても
楽しかったです。高校では、
親元を離れて生活します
が、自立心を鍛えて、部活・
勉強等を精一杯頑張りたい
と思います。今までありが
とうございました。

　ぼくは，卒業を迎えます。中学生に
なると，今やっているバドミントンが
少年団から部活動になります。７月に
なると，桜島で県大会があります。小
学生の時，何度か見に行ったけど，ぼ
くが予想していたものとは全くちがい
ました。大会で１回戦を突破するには，
７月までにもっと強くならなければな
りません。足腰をきたえて，１回戦を
突破したいです。中学生になって，大
会出ることが楽しみです。

　僕は９年間，ここ中之島小中学校で
過ごしました。毎朝，友人と話をしな
がら登校し，たくさんの花に水を掛け
育てました。また，毎日温かいおいし
い給食を食べ，昼休みにはみんなでた
くさん遊びました。こんな僕の学校生
活は，本当に幸せなものでした。高校
へ行ってもこの中之島で学んだことを
忘れず生かし，将来十島村に恩返しが
できるように，これからも頑張りたい
です。

　ぼくの学校生活の中での一番の思い
出は、部活動です。今までバトミントン、
野球と二つの部活動をやってきて、き
ついと感じることもありましたが、楽
しいと感じることもありました。また、
ぼくの将来の夢はギタリストです。中
学生になれば色々することが増えてく
ると思いますが毎日 20 分間はギター
を弾くようにしたいです。また、積極
的な中学生になりたいので、いまだに
できない整理整とんからしていきます。

　私は、小学校最後の文化
祭が 1番の思い出です。小
学校 1年生から中学校 3年
生までみんなが 1つになっ
たと感じられるからです。
その思い出を大切にし、中
学校でもいろいろとがんば
りたいです。特に勉強は今
までより難しくなるので、
しっかりとついていけるよ
う、がんばります。

　僕はこの島で義務教育 9年間
を過ごしたことが最高の思い出
となり、この島に来て本当によ
かったです。この島に来島して
間もないころ近所のお兄さんと
一緒に海に行って遊んだり、学
校の先生と一緒に笹舟を作った
りするなどして島に慣れること
ができました。今ではこの島を
離れることが寂しいと感じるほ
どこの島が大好きです。高校で
は家族同然の島民から受けた恩
を決して忘れずに、夢の実現に
向けてがんばっていきます。

　僕は山海留学生として半年間
でたくさんのことを体験するこ
とができました。毎朝のランニ
ングや始業式や終業式など人ま
えでの発表、十五夜の相撲など
の地域行事、どれも今まで経験
したことのないことばかりでし
た。さらに、人の交流が苦手な
僕が友だちをつくることがで
き、とてもうれしかったです。
最後になりますが、ぼくにこの
ような貴重な機会を与えてくだ
さった方々に感謝しています。
本当にありがとうございまし
た。

　私がここまでこれたのも、先
生や父母、島民の方々のおかげ
です。そして、中学生になれば、
勉強の時間も増えるため小学校
の時より、寝る時間が遅くなり
ます。だから、早く中学生のリ
ズムに慣れ、勉強もがんばりた
いと思っています。また、今ま
での先輩たちみたいに優しく、
思いやりのある人になりたいで
す。そのためにも、話す相手に
よって言葉を使い分けられるよ
うに努力したいです。

　小学校の思い出は、十島村の小
学生と修学旅行や交流学習を行っ
たことです。普段は他島の小学生
となかなか交流する機会がないの
で、すごく楽しかったです。また、
島の方々と一緒に運動会をはじ
め、たくさんの行事をしたことも
思い出に残っています。運動会で
は応援のダンスをしたり、競技に
参加してくださったりして、とて
も盛り上がりました。中学生に
なったら、勉強が難しそうで、宿
題も多く今よりも大変になると思
いますが、一生懸命頑張りたいと
思っています。

　ぼくの将来の夢はコックで
す。ですから料理の本を見て
メモしたり、実際に料理をし
たりして身につけていきたい
です。卒業が近づき、わくわ
くしています。特に思い出に
残っているのは運動会と、文
化祭です。今まで育ててくれ
たお母さんにとても感謝して
います。十島村のみなさんこ
れからもよろしくお願いしま
す。
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ご卒業おめでとうございます
　宝島に来て、一番がんばっ
たのは運動会です。おとうさ
ん、おかあさん、じいちゃん、
ばあちゃんとはしって私が 1
番でした。かっちゃんにもか
ちました。おうえんだんもフ
レーフレーとみんなでがんば
りました。今までで 1番楽し
い運動会でした。中学校でも
がんばります。

宝島小学校卒業

福島　しほなさん

　来年度からは中学生になります。
学校を背負い、みんなを引っ張っ
ていきたいです。運動会や文化祭
などの学校行事は、とても思い出
に残っています。学校で中学生の
先輩を見習って、立派な中学生に
なっていきたいと思います。島民
のみなさんや先生方、家族が支え
てくださったおかげでここまで成
長できたと思っています。ありが
とうございます。中学校でもがん
ばります。

宝島小学校卒業

今村　治樹さん

　9年間、宝島小中学校で過ごし、
先生方や下級生とのたわいのない
会話や、運動会・文化祭などの大
きな行事すべてが私の大切な思い
出です。私は将来、美術関係の仕
事に就きたいと思っています。そ
のためにも、高校で学ぶべきこと
を学び、忍耐力や計画的に物事を
考える力をつけていきたいです。
また、美術部に入部し、一生の友
人を作りたいです。

宝島中学校卒業

伊地知　麻鈴さん

中之島小中学校に校旗が贈呈されました！

　昨年の運動会で、数十年ぶりに我が母校の校旗を見ました。そこには、約 50 年という長い歳月を経て、生地等かな
り傷んだ校旗がひっそり立てかけられていました。それは、とても棚引かせながら歩ける様な状態ではなくとても見
るに堪えない状態でした。そこで、これは新調できないかと、地域の方々、トカラふるさと会、中之島小中学校出身者、
中之島出身者、多くの方々の協力のもと、寄附を募る事にしました。
　先ず、名簿集めから始め、傷んだ校旗の写真を載せた文章を作成し、島出身者の先輩方の集まる忘年会や同窓会等
あれば顔を出し、話をさせて頂き、また 300 通を越える封書を作成し送付させて頂きました。
　その想いは、とても嬉しく、とても有難い事に、多くの方々へ通じ、暖かい御志し、気持ちを頂き、多大な御寄附
を募る事ができました。そうやって、産みだされました校旗には、愛校心、生まれ育った島への想い、そういう想い
を持った方々の、多くの、いろんな想いが詰まっています。
　今まで約５０年という長い歳月、中之島小中学校を見続け、歴史と伝統を刻みこんできた今ある校旗の魂は、今回
産みだされた校旗へ移りました。そして新たに産み出された校旗は、今まで同様、歴史と伝統を引き継ぎつつも、こ
れをきっかけとし、新たなる歴史と伝統を刻み込んで、中之島小中学校を見続けていってくれる事と思います。
　先生方、生徒の皆さん、PTA の方々へは、「中之島を誇れる生徒、中之島が誇れる生徒」の育成をして下さる事を願
い、そして地域の方々へは、これをきっかけとして、地域活性の活力となり、中之島の益々の発展と繁栄になる事を
祈りつつ、多くの方々のいろんな想いから立派な校旗ができた事を、有り難く想い、皆様へ感謝しつつ、贈呈させて
頂きました。
　最後に、昨年の１０月から、構想を練り、今年の元日に皆様に送付させて頂いたのですが、皆様の早々の御志しの
お陰で、今年度の卒業式に間に合いました。皆さんのお気持ちを伝え、しっかり校長へ手渡し致しました。
　今年度の卒業式に間に合ったのも、早々に御寄附して下さった皆さんのお陰です。島民の方々からも、特に今年巣
立つ親御さんから、「ありがとう」という言葉を頂きました。この活動してほんと良かったと心底実感できた時間でした。
校旗を新調する機会に立ち会える事、新調する事は、先生達でさえ、なかなか無い機会です。あの場に立てた事は一
生の想い出となりました。そして、御寄附して下さった皆様も同様、生涯の想い出にして下さい。
　この気持ちを御寄附して下さった方々へ、いかに伝えるか責任の重さも更に感じております。皆様へ心から感謝す
ると共に、皆様も自分の御寄附で産み出された校旗だという事を感じて頂ければと思います。

宝島小学校卒業

平田　進之助さん

　音楽の授業で卒業式の歌の
練習が始まることで、あらた
めてもう卒業するんだなあと
いう気持ちになります。中学
生になったら、みんなをまと
める側になります。先ぱいの
麻鈴さんや陽菜さんのように
上手にまとめられるようにな
りたいです。今まで育ててく
れた父と母、地域の方々、あ
りがとうございます。そして、
これからもよろしくお願いし
ます。

　教育委員会では、平成３年から山海留学生を全国に募集をしています。
　これまでに多くの留学生が十島の豊かな自然の中で、のびのびと過ごしてきています。
成人式で再開した時には誰もが、「十島で過ごしてよかった。」と話してくれています。
　それも里親を引き受けていただいた方々のおかげと感謝している次第です。
　その里親を引き受けていただく人を募集しています。留学希望があった時に、すぐに
紹介できるためには、前もって登録をしていただいている必要があります。今回その登
録をしていただく人を募集するものです。
　村の、島の活性化のために学校の存続・活性化は、切り離せません。里親には、留学
生の保護者からの生活費と村からの補助金が支払われます。登録を希望される方は、学
校を通じて教育委員会に申し出てください。

山海留学生の里親をしてみませんか！

　中之島小中学校の卒業式が行われた 3月 10 日、卒業式の前に校旗の贈呈式が行われました。
この校旗は 177 名の方々から頂いた寄附を元に作成されました。

校旗を贈呈していただいた安藤基浩さんよりコメントが届きました▼

▲贈呈の挨拶をする安藤基浩氏 ▲池邉校長（左）と安藤氏（右）
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2
月
10
日(

火)

、
3
月
13
日(

金
）
に
鹿
児
島

中
央
家
畜
市
場
に
て
、
子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　I ターン希望者、出身者、友好島民に向けて、十島村の情報や魅力を発信し十島村をより広
く知ってもらう機会とするため、平成 27 年 2月 22 日（日）大阪で村単独の定住希望者向けイ
ベントを開催しました。昨年の東京開催と同様に多くの来場を頂き、十島村出身者が 25 名、I
ターン希望者は 9組と、40 名以上の方にご参加いただけました。
　イベント内容として十島村の紹介（DVD放映・定住支援制度などの説明）や、また定住者 2
名と定住促進プロジェクトチームの方々にご協力を頂き、質問対談形式のワークショップを行
いました。村の生の声を発信したことで、移住希望者はより十島村で生活するということのイ
メージが沸き、出身者の方々にとっては懐かしい故郷に思いを馳せる時間となったようです。
イベント終了後には出身者による、関西ふるさと会立ち上げに向けた意見交換会・懇親会も開
催され、「現在の十島村の為に何かできることはないか」という声が多く聞かれました。会の
最後には「十島のうた」を全員で合唱し、これからの村の発展とその協力を誓いました。今後
も関東ふるさと会・関西ふるさと会と共に連携を取り、島外からも村を支え盛り上げていく体
制づくりを進めていきます。

村単独定住希望者向けイベント

子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
株
式
会
社
ノ
エ
ビ
ア
と
十
島
村
の
間
で
「
協
力
協
定
書
」
を
昨
年
12
月
、
同
社
社

長
の
来
庁
の
中
で
、調
印
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
の
目
的
は
、「
十
島
村
の
豊
か
な
自
然
、

多
様
な
生
物
資
源
・
海
洋
資
源
を
活
用
し
た
企
業
活
動
を
通
じ
、
自
然
保
護
、
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
し
、
相
互
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
し
て
お
り
、

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
「
十
島
村
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
、
ノ
エ
ビ
ア
及
び
そ
の

関
連
会
社
の
商
品
や
販
売
促
進
活
動
に
無
償
で
使
用
す
る
こ
と
を
許
諾
す
る
。」
と
い

う
も
の
で
あ
り
、
調
印
の
日
か
ら
５
年
間
を
有
効
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
及
び
関
連
会
社
の
株
式
会
社
ノ
エ
ビ
ア
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
し
て
は
、

同
社
保
有
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
２
機
を
、
諏
訪
之
瀬
島
の
飛
行
場
に
本
拠
地
登
録
を
さ

れ
て
お
り
、
本
村
に
は
長
年
に
わ
た
る
多

額
の
固
定
資
産
税
の
納
税
を
頂
い
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
本
年
１
月
、
同
２
社
を

訪
問
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し

た
。

　
同
社
に
よ
り
ま
す
と
、
現
在
販
売
し
て

お
り
ま
す
「
ト
カ
ラ
の
海
の
贈
り
物
」
シ

リ
ー
ズ
の
旧
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
こ

の
協
定
に
基
づ
く
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
使

っ
た
も
の
に
一
新
し
、
本
年
６
月
頃
に
は

発
売
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
ノ
エ
ビ
ア
と

　
　
　

「
協
力
協
定
書
」
を
調
印
し
ま
し
た

去勢 雌 計 去勢 雌 計 去勢 雌 計

3月 22 7 29 13,678,000 3,560,000 17,238,000 621,727 508,571 594,414

2月 22 17 39 12,920,000 7,799,000 20,719,000 587,273 458,765 531,256

出荷頭数 合計金額 平均価格

(税抜価格,単位：円）

3月

雌
中村　巧さん

549,000
平泉二太さん

609,000

2月

最
高
価
格
者

去
勢

日高創さん
白木拓也さん

670,000

平田伊佐美さん

739,000

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
27
年
2
月
2
日
（
月
）
に
各
島
か
ら
代
表
者
が
参
加
し
、
県

の
防
災
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
脇
昭
夫
氏
に
よ
る
防
災
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
災
害
が
予
測
さ
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
備
え

る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
各
島
の
危
険
箇
所
や
災
害
弱

者
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
製
も
行
い
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◀
▶
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

▲平田伊佐美氏の子牛

▲▼脇昭夫氏による研修の様子

▶
ノ
エ
ビ
ア
㈱
海
田
社
長
と
肥
後
村
長
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平
成
27
年
3
月
2
日
に
地
域
づ
く
り
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
各
島
代
表
が
上
鹿
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
当
日
は
本

庁
と
各
島
を
テ
レ
ビ
会
議
で
結
び
、
各
島
の
代
表
者
7
名
と
教
育
長
・
各
課
長
・

各
島
担
当
職
員
の
14
名
の
計
21
名
で
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
会
で
は
、
今
年

度
の
取
り
組
み
状
況
と
来
年
度
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
代

表
者
か
ら
は
取
り
組
み
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
今
回
は
特
別
講
師
と
し
て
鹿
児
島
大
学
よ
り
久
保
田
治
助
氏
に
会
議
か
ら

助
言
等
い
た
だ
き
、
講
演
で
は
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
つ
い
て
講
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
代
表
者
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
意
見
等
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
活
動

に
つ
い
て
、
職
員
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

 
 
 
 

 

１ 投票日当日の投票 

(1) 期日 平成 27 年 4 月 9 日(木)（3 日繰上） 

(2) 時間 午前 7 時から午後 4 時まで 

(3) 場所 入場券に記載してある場所 

２ 期日前投票 

 投票日当日に用務がある方、地域を留守にする方 

は、次の日程で期日前投票をすることができます。 

【十島村役場】 

 (1) 期日 平成 27 年 4 月 4 日(土)から 

        平成 27 年 4 月 8 日(水)まで 

 (2) 時間 午前 8 時 30 分から午後 8 時まで 

【口之島コミュニティセンター】 

 (1) 期日 平成 27 年 4 月 5 日(日)から 

        平成 27 年 4 月 8 日(水)まで 

 (2) 時間 午前 8 時 30 分から午後 8 時まで 

 

３ 不在者投票 

 十島村に選挙権がない長期滞在者または転入後、

まだ選挙人名簿に登載されていない方は、次の日程で

不在者投票をすることができます。

【十島村役場】 

 (1) 期日 平成 27 年 4 月 4 日(土)から 

        平成 27 年 4 月 8 日(水)まで 

 (2) 時間 午前 8 時 30 分から午後 8 時まで 

 【村内】 

 (1) 期日 平成 27 年 4 月 8 日(水) 

 (2) 時間 午前 8 時 30 分から午後 5 時まで 

 (3) 場所 口之島･中之島･平島･悪石島コミュニテ 

ィセンター、諏訪之瀬島住民生活センタ 

ー、小宝島離島住民センター、高齢者コ 

ミュニティセンター 

 鹿児島県議会議員選挙は、平成 27 年 4 月 3

日に告示、4 月 12 日執行となっています。村

内の投票は、次の日程になります。選挙制度

の趣旨をご理解賜り、進んで投票しましょう。 
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十島村選挙管理委員会からのお知らせ

【中之島日之出地区の投票所が　

 中之島コミュニティセンターに変わります】
　今まで中之島コミュニティセンターを第 2投票区、十島開発総合センターを第 3投票
区の投票所として使用しておりましたが、高齢化等による近年の管理者・立会人の選任
の難航や他島選挙区との均衡等を考慮し、第 2投票区及び第 3投票区を、第 2投票区とし、
中之島コミュニティセンターを、中之島全体の投票所として新たに設置することとなり
ましたので、お知らせいたします。

十島開発総合センター　発　～　中之島コミュニティセンター　着　

送迎時間（出発時間）　①　7：00 ～　　　⑤ 　11：00 ～
　　　　　　　　　　  ②　8：00 ～　　　⑥ 　12：00 ～
　　　　　　　　　　  ③　9：00 ～　　　⑦ 　13：00 ～
　　　　　　　　　　  ④  10：00 ～　　    ⑧      15：00 ～

・旧第 3投票区（日之出地区）については、旧投票所である十島開発総合センターから新
投票所である中之島コミュニティセンターまで、公用車による送迎を行います。
送迎時間については、下記のとおりです。

○お問い合わせ先　十島村選挙管理委員会（℡099-222-2101）

【旧第３投票区選挙人の投票所までの送迎について】

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶
代
表
者
会
議
の
様
子

▶
久
保
田
治
助
氏
に
よ
る
講
演
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軽

 

 

軽自動車の 

廃車手続き 

名義変更は 
お済みですか? 

 
< ( )> 

 
< ( )> 

 

(125cc )

 
 

891-0131 2 4-38 099-262-0606 
 

5 月 20日 (水 )は「交通事故死ゼロを目指す日」です。

●自転車の安全利用の推進
●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
●飲酒運転の根絶

　春の全国交通安全運動！
平成27年 5月 11日 (月 )～ 5月 20日 (水 )

公共無線 LAN を開設しました
　今年度、各島公共施設にて公共無線ＬＡＮを設置・開設しました。
　これにより、設置箇所よりおおむね 30ｍの範囲でどなたでも無線 LAN接続が可能の端末で
あればインターネットがご利用できます。なお、接続方法等は下記のとおりです。

※設置箇所※
　口之島コミュニティセンター、中之島コミュニティセンター、中之島総合開発センター
　平島コミュニティセンター、諏訪之瀬島住民センター、悪石島コミュニティセンター
　小宝島住民センター、宝島コミュニティセンター

　ご利用方法については本村ホームページでもご覧出来ます。

接続方法
　①スマートフォン又はパソコンにてWi-Fi の FREESPOT 無線 LANを選択します
　②メールアドレスを登録します（自動又は手入力）
　③登録されたメールアドレスにパスワードが送付されてきます（手入力の時）
　④送付されたパスワードを入力します（手入力の時）
　⑤利用開始（事前登録も可能です）

　※詳細は別途接続方法を
　　参照ください

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1,345  1,024  47  224  2,750  
 

305         
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十島村の平成 25 年度決算の財務諸表を公表します
～総務省改訂モデルによる財務諸表～

　十島村がもつ資産、負債等のストック情報や行政サービス等を過去から現在、将来にわたって把握するため
に「総務省方式改訂モデル」による平成 25 年度決算に基づく財務諸表 4表を作成しました。
　財務諸表 4表には、①貸借対照表（バランスシート）、②行政コスト計算書、③純資産変動計算書、④資金収支計
算書がありますが、これら財務諸表 4表を作成・公表することで、行財政の改革や、財源の配分等に活用します。

１．貸借対照表（バランスシート）
　貸借対照表とは、年度末において、村が住民サービスを提供するために保有している資産（土地、建物、現金等）と、
その資産をどのように財源（負債・純資産）で賄っているかを総括的に表したものです。資産合計と負債・純資産合計
が一致し、左右のバランスがとれている表であることから「バランスシート」とも呼ばれています。
　　　　　　　[ 資産の部 ]

　（これまで積み上げてきた資産等の金額）

1. 公共資産　　　　　　　　　56,412,808

　有形固定資産　　　　　　　56,412,808

　売却可能資産　　　　　　　　　　　 0

2. 投資等　　　　　　　　　　  2,318,543

　投資及び出資金　　　　　　　　 2,636

　貸付金　　　　　　　　　　　　　　0

　基金等　　　　　　　　　　 2,311,508

　長期延滞債権　　　　　　　　     4,535

　回収不能見込額                                  △136

3. 流動資産                                        1,190,293

　現金預金                                           166,542

　財政調整基金・減債基金          1,022,000 

　未収金                                                    1,817

　回収不能見込額                                    △66

    　　資産合計　　　　　       59,921,644

２．行政コスト計算書
　行政コスト計算書とは、十島村の１年間の行政活動のうち
人的サービスや給付サービスなどといった資産形成に結びつ
かない行政サービスに係る経費とその行政サービスの直接の
対価として得られた財源（使用料・手数料、分担金・負担金・
寄付金）を対比させた財務諸表です。また、生活インフラ・
国土保全、教育、福祉といった行政目的別に、それぞれの経
費を把握することができます。

３．純資産変動計算書
　純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産の部に計上されてい
る各項目の数値が１年間でどのように変動したかを表している財務
諸表です。純資産はこれまでの世代が負担してきた部分ですので、
１年間でこれまでの世代が負担してきた部分の増減を把握すること
ができます。
４．資金収支計算書
　資金収支計算書とは、歳計現金（＝資金）の出入りの情報を性質の
異なる「経常的収支の部」、「公共資産整備収支の部」、「投資・財務的
収支の部」の３つの区分に分けて表している財務諸表です。
　「経常的収支の部」は、日常の行政活動による資金収支の状況、「公
共資産整備収支の部」は、公共事業等に伴う資金の使途とその財源の
状況、「投資・財務的収支の部」は、出資・貸付・村債の償還などの
支出とその財源の状況を表しています。

  　　　１　経常的収支の部

〈支出合計〉　　　　　　             1,149,570

　人件費　　　　　　　                 358,761

　物件費　　　　　　　                 415,524

    社会保障給付　　　　                    38,889

　補助金等　　　　　　                 185,009

　その他　　　　　　　                 151,387

〈収入合計〉　　　　　                  2,627,157

　地方税・地方交付税　              1,849,261

　国県補助金等                                  268,302

　使用料・手数料                                22,469

　その他                                               487,125

≪経常的収支額≫                           1,477,587 

　          ２　公共資産整備収支の部               

〈支出合計〉                                        1,792,624

　公共資産整備支出　                   1,730,039　

　公共資産整備補助金及び繰出        62,585

〈収入合計〉                                         1,169,395

　国県補助金等                                    941,810

　その他                                                 227,585

≪公共資産整備収支額≫ 　　     △623,229

              ３　投資・財務的収支の部  

〈支出合計〉                                            934,879

　投資・出資金及び貸付金                           0

　基金積立額・基金繰入額              428,996

　他会計への公債費充当財源繰出      4,482

　地方債償還額                                    501,401

　その他                                                             0

〈収入合計〉                                                 9,269

　貸付金回収額                                                0

　公共資産売却収入                                   735

　その他                                                     8,534

≪投資・財務的収支額≫              △925,610

当年度歳計現金増減額　                △71,252

期首歳計現金残高                               237,794

期末歳計現金残高                               166,542

〈A経常行政コスト〉　　                             3,269,939

１．人にかかるコスト　　                     　   358,792

　人件費　　　　　　　                                311,453

    退職手当引当金繰入等                                   31,316

　賞与引当金繰入等　                                       16,023

２．物にかかるコスト　                             2,484,900

　物件費　　　　　                                         415,524

　維持補修費　                                                      7,622

　減価償却費                                                   2,061,754

３．移転支出的なコスト                                 356,476

　社会保障給付                                                     38,889

　補助金等                                                           185,009

　他会計等への支出額                                        88,397

　他団体への公共資産整備補助金等              44,181

４．その他行政コスト　                                   69,771　      

　支払利息等                                                        70,279

　回収不能見込経常額                                        △508

　その他行政コスト                                                     0

 　   期首純資産残高                       55,034,002

純経常行政コスト　                     △3,241,563　

一般財源　　　　　　　                1,967,759

 ・地方税                                                    72,268

 ・地方交付税                                      1,777,275

 ・その他行政コスト充当財源　       118,216

補助金等受入　　　　　                1,210,244

臨時損益　                                              △7,240

 ・災害復旧事業                                      △7,975

 ・公共資産除売却損益                                735

資産評価替えによる変動額                           0

その他                                                                  0

　　期末純資産残高　　　　     54,963,202

　

  　　　　　　　[ 負債の部 ]

　（将来の世代が負担しなければならない金額）

1. 固定負債　　　　　　　           　　4,424,432

　地方債　　                        　　　　　4,266,612

　退職手当引当金等　　　　　      　　157,820

2. 流動負債　　　　　　　　　　          534,010

　翌年度償還予定地方債　　　　　　 517,987

　賞与引当金　　　　　　　　　    　　16,023

　　負債合計　　　　　　　　　　   4,958,442

　　　　　　　[ 純資産の部 ]

　　　（これまでの世代が負担した金額）

1. 公共資産等整備国県補助金等         38,250,651

2. 公共資産等整備一般財源等             15,837,827

3. その他一般財源等                                    874,724

4. 資産評価額                                                             0

　　純資産合計                                       54,963,202

　負債及び純資産合計                          59,921,644

▼十島村の一般会計純資産変動計算書

〈B経常収益〉                                          28,377

１．使用料・手数料　　 　　　      22,555

２．分担金・負担金                               5,822

〈A-B　純経常行政コスト〉            3,241,562　

▼十島村の一般会計行政コスト計算書

※○有形固定資産：長期にわたって住民サービスを提供するために、村が利用または所有する道路や建物や土地などの
　　　　　　　　　  有形資産を計上しています。
　○売却可能資産：資産在庁が整備されると公共資産のうち、普通財産（行政サービスに供していない財産）の宅地、　
　　　　　　　　　雑種地などを売却可能資産として計上することとなります。
　○投資及び出資金：公営企業や公益法人等への団体に出資している金額を計上しています。
　○貸付金：予算から、公営企業や外部の団体、個人などへの貸付金現在高を計上しています。ただし、未収金や長期
　　　　　　延滞債権として振り替えられたものは除いています。
　○基金等：①退職手当目的基金、②その他特定目的基金 ( 十島村では「地域振興基金」や「渡船基金」などがあります。)、
　　　　　  ③土地開発基金、④その他定額運用基金 ( 十島村では「住宅貸付基金」や「産業振興基金」があります。)、 ⑤   
                        退職手当組合積立金を指します。
　○長期延滞債権：村税や使用料などの収入未済額のうち、前年度以前に発生した債権について計上しています。
　○回収不能見込額：貸付金及び長期延滞債権のうち、将来回収不能となると見込まれるものを計上しています。過　
　　　　　　　　　　去 5年間の滞納繰越収入÷滞納繰越額の平均値を用いて算出しています。
　○現金預金：①財政調整基金、②減債基金、③歳計現金 ( 出納閉鎖時の繰越残高で、歳入歳出差引額を計上 ) を指します。
　○未収金：村税や使用料などの収入未済額のうち、当年度に発生した債権について計上しています。回収不能見込額
　　　　　　については、「長期延滞債権等」の「回収不能見込額」と同様の方法で算出しています。
　

▶
十
島
村
の
一
般
会
計
資
金
収
支
計
算
書

◀
十
島
村
の
一
般
会
計
賃
借
対
照
表

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )

( 単位：千円 )



15 14 

5  
73  1,074,200  

10  
7  1,650,000  

(29 ) (477,200 )   

5  
7  372,000  

 
87  3,096,200  

(2 ) (120,000 ) (31 ) (597,200 ) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
27 2 87 309 6,200  

  

 
26  

27 2  
 

( ) 
 

  

    

    

    

 

 

 

 

 099-222-2101 

十島村へのふるさと納税について 
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マイナンバー （社会保障・税番号） 制度が始まります！

○番号はいつ、どのように通知されますか？
　今年１０月以降、住民票を有する国民の皆様一人一人に、１２桁のマイナンバーが通知されます。
○マイナンバーはどのような場面で使用することとなりますか？
　来年（平成２８年）１月以降、下記のような行政手続でマイナンバーが必要になります。例えば、
・年金を受給しようとするときに年金事務所にマイナンバーを提示
・健康保険を受給しようとするときに健康保険組合にマイナンバーを提示
・毎年６月に児童手当の現況届を出すときに市町村にマイナンバーを提示
・所得税及び復興特別所得税の確定申告をするときに税務署にマイナンバーを提示
・税や社会保障の手続きで、勤務先や金融機関にマイナンバーを提示
といった場面で利用することになります。
■マイナンバーについてさらに詳しい情報はホームページまで。コールセンターも開設しています。
マイナンバー制度のよくある質問（ＦＡＱ）や最新情報は、下記のホームページに掲載しています。
　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
　また、マイナンバーのコールセンターも開設しています。マイナンバーについてご不明な点がある
方や、さらに詳しい情報を知りたい方は、お気軽にお問い合わせください。
　電話番号　０５７０－２０－０１７８　（外国語は０５７０－２０－０２９１）
　開設時間　平日９時３０分から１７時３０分まで

　マイナンバー（社会保障・税番号）は、住民票を有する全ての方に１人１つの番号が
付けられます。

中之島食改活動
　平成 27 年 2月 22 日「食改さんの健康食堂」と銘打って
長命草うどんを作り島民に 300 円で販売しました。
　メニュー　長命草うどん、白菜の中華風和え
　　　　　　おにぎり、たんかんのゼリー
　10名の食改さんたちが心ひとつになって 2～ 3日前から準備をして島の方々においしいもの
をという気持ちで頑張ってくださいました。手づくりのバランスガイドや長命草の効力をみな
さんに解るように説明も加え、たくさんのご好評をいただきました。

▶
中
之
島
食
改
さ
ん

▶
健
康
食
堂
の
様
子
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     参加した職員の感想
○今回の意識障害者対応並びに心肺蘇生法マニュアルの講習では、今までの講習にはない患者発見か
　ら対応・連絡・救命措置の流れがマニュアルとして具体化されていたので大変わかりやすく勉強に
　なりました。また、今までに無い意識障害者への対応方法（胸骨刺激等）やバックバルブマスク人
　口呼吸器の使用方法など指導してもらい今後の船内での救急患者の対応に役立てていきたいと思い
　ます。
○救急対応については頭ではわかったつもりでいましたがいざ動くとなると全く体が動かないものだ
　と痛感させられました。先生の講習は、実践形式でとても頭に入りやすいでした。先生が冒頭でおっ
　しゃった「みんなが知って動くことができれば肉体的、精神的負担は減らせる」とはまさにそうだ
　と思いました。万が一に備えられるようにしたいです。
○事例に基づき、具体的に知ることができました。誰か１人が知っていても対応できないため多くの
　職員がマニュアルがあること、対処方法を知っておくことが大切だと思いました。
○急患発生時には多くの人手が必要ということがわかりました。また、実際に急患が発生したときの
　手順も行うことで、現場で行われている状況を知ることもでき、今後の急患発生時の役場側の対応
　にも活かしていきたいと思います。
○役場職員も繰り返し共通認識がもてるようにこのような機会を設けていくことが必要だと思いま　
　す。またこのようなマニュアルを作成していただいたことに感謝します。

▼職員全員で実技研修

 

  
 
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住民医療費助成制度について
　住民医療費助成は、十島村住民に対して医療費の助成を行うことにより、住民
の健康保持と医療費の自己負担の軽減を図ることを目的として行われている本村

独自の制度です。

　対象者は、本村に住所を定めてから 2 年以上経過した者等の要件を満たしてい
る必要があります。また、各世帯の所得金額等により、助成金の算出時に控除す
る基礎控除額が異なります。（下表のとおり）

※ 所得金額が 160 万円以上の方は、条例によ
り助成対象外となりますのでご注意ください。
( 注意事項 )　
①　助成条件となる所得金額は、当該世帯にか
かる前年の総所得金額等の合計額から被保険
者１人について５万円を控除した額になります。

②　８月診療月分～翌年７月診療月分の１年間
は同じ基礎控除額で助成金を算出します。
③　医療費助成の対象となる医療費について
は、保険点数医療費のみが対象となり、入院
時の食事代・衣服代・部屋代等は含まれません。

　保険給付を受けた日の属する月の翌月から起算して 6ケ月以内に、領収書（原本）
を添付して申請してください。

（※ご留意いただきたいこと）
○　医療費助成が支給されるまで、高額療養費等の計算等を含
め３～ 4ヶ月かかります。
（レセプト等の状況により、支給されるまでに 4ヶ月以上かかる
場合もございますので、ご了承ください。）
○　医療費助成の申請にあたりましては、医療機関が発行する領収書 ( 原本 ) の添付が必要
です。領収書がない場合は、本助成金を支給できませんので、ご注意ください。

その他、ご不明な点につきましては、十島村役場住民課保険係へお問い合わせください。

所得金額の範囲  基礎控除額

0~30 万円未満    5,000 円

30~50 万円未満    6,000 円

50~70 万円未満    7,000 円

70~100 万円未満   8,000 円

100~130 万円未満 10,000 円

130~160 万円未満 15,000 円

▼  所得金額に対する基礎控除額表

領収書

領
収
書
は
大
切
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。
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住民課　保健師▶
　   前山　彩乃さん

　3月 9日付けで、十島村役場の保健師として勤務する
こととなりました。以前、看護師として宝島・小宝島へ
診療に行く機会があり、それから十島村の素晴らしさに
魅了されました。保健師としては初めての仕事となりま
すが、いちから学び、十島村のことをもっと知りながら、
村民の皆様のためにがんばっていきたいと思います。こ
れから、よろしくお願いします。

20
21

十島村立の全小・中学校で

　　土曜授業を始めます　～子どもたちの学びをより確かなものに～
    平成 14 年度から完全学校週 5日制が実施され，13 年が経過しようとしています。この間，学校・家庭・
地域がそれぞれの役割を果たし・相互に連携しながら様々な教育活動が展開され，児童生徒の生きる力の
育成がなされてきたところです。
　十島村の全小・中学校では，児童生徒一人一人の生きる力（確かな学力・豊かな心・健やかな体）を育
む教育環境をさらに充実させることから，月１回の土曜授業を実施します。

十島村産品等輸送費支援事業について
　この輸送費支援事業は、外海離島という地理的ハンディを克服するため、島の農林水産物を
利用した加工品の出荷に係る経費を国・村が１／３ずつ支援し、雇用創出や定住促進に資する
ことを目的としています。対象者におかれましては、是非この制度をご活用ください。
○事業内容
　①内　容：村内で生産・製造された加工品を、村外へ出荷する際の定期船運賃補助
　②対象期間：平成 26 年 4月 1日～平成 27 年 3月 31 日
　③補助額：180 円以内 / 才
　④対象物：加工品（1次加工以降のもの）
　　　　　　※例　ジャム、ドレッシング、漬物、魚醤油、めんつゆ、菓子類、塩蔵・乾燥魚介類、
　　　　　　　　　急速凍結・冷凍を行った魚介類、急速凍結・冷凍を行った農産物
○補助を受けるために必要な書類等
　①出荷者名、受領日、受領数量が記載されている出荷先からの受領書
　　（出荷先に送付した商品が確実に届けられているかの確認のため）
　②定期船運賃領収書
　　（中川運輸㈱に対し運賃の支払いを確実に行われているかの確認のため）
　③出荷証明書
　　※出荷証明書については、中川運輸㈱から村が取り寄せます。
○申請時期
　平成 27 年 4月 6日（月）までに、下記書類を役場地域振興課必着。
　　①申請書　　　　　　　　※①②に関しては出張所窓口に配置予定です。
　　②計画書
　　③出荷先からの受領書
　　④定期船運賃領収書
○補助交付時期
　平成 27 年 4月～ 5月頃

問い合わせ先
　十島村役場　地域振興課

１　基本的な考え
(1)　児童生徒一人一人の生きる力を育むために、土曜日の過ごし方の現状等を踏まえ、学校、家庭、地
　　域が連携・協力し合い、役割分担しながら、より豊かな教育環境を提供する。
(2)　地域人材、地域資源等を効果的に生かした教育活動や、確かな学力、豊かな心を育む教育活動を推
　　進していく。
２　基本方針
(1)　月 1回程度、原則、第 2土曜日に実施する。　　　　(2)　教育課程に位置付けた授業を行う。
(3)　授業は土曜日の半日単位とし、午前中 3時間の授業を実施する。
３　土曜授業の内容（例）
　　学校、家庭、地域が連携・協力し合い、土曜日に実施することの利点を生かしたより豊かな教育活
　動を推進する。
≪学びを深める日（確かな学力を高める学習）≫
(1)　よりよい学習の定着を目指し、確かな学力を
高める学習
ア　単元・月末テストなど、児童生徒の習熟の度
　　合いを把握する学習
イ　児童生徒の習熟に応じた補充・発展的学習を
　　主とする教科学習
ウ　地域のゲストティーチャー等を活用し、学び
　　を広げたり深めたりする学習
エ　表現力・言語活動等を深める学習
≪多様な体験活動の日≫
(3)　教科等の学習内容を深める多様な学習や体験活動
　　(「総合的な学習」「創意」「学校行事」等の学習内容）
ア　地域の豊かな資源等を活用し、地域をキャンパスにして学ぶ活動
イ　「創意」活動や「総合的な学習の時間」の活動
ウ　様々なスポーツ活動や野外活動を通して健やかな体を育む活動
エ　土曜日に実施することで、より効果的な学校行事
４　平成 27 年度の土曜授業実施期間
　　平成 27 年 4月から平成 28 年 3月までの期間（年 10 回）　　
　授業内容につきましては，十島村立小・中学校「土曜授業」実施要綱及び学校の実態等に基づき，各
学校が決めることになっています。
　保護者の皆様，地域の皆様方の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。

≪豊かな心を育む日≫
(2)　思いやりのある豊かな心を育む学習
ア　道徳的価値をより深く追求し、「道徳性」を
　　高める道徳の授業
イ　地域の伝統芸能や音楽、演劇などに親しむ　
　　文化的な活動
ウ　本との様々な出会いを通して、視野を広げ、
　　自分を見つめる読書活動
エ　児童生徒の自治能力を高める児童会・生徒会
　　活動
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十島村の人口・世帯数  平成 27 年 2月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  61　　    65　　  126　　  77

中　 之　 島  　　86　　    68　　  154　　  88

平  　　　島　　  35　　    30　　　65　　  37

諏訪之瀬島  　　40　　    33　　　73　　  34　　　

悪 　石　 島　　  29　　    29　　　58　　  33

小　 宝 　島  　　32　　    30　　　62　　  31

宝　　　  島　　  67　　    62　　  129　　  73

合  　　　計　　 350　　 317　　 667　　373

村営定期船 フェリーとしま  
平成 27 年 04 月運行予定
※4月 1日鹿児島港発便は、転入教職員異動のため、
貨物・航送車両を制限します。

日　  1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8　 9 　10　11　12　13　14　1　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31

曜 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

予
　
定

便
　
　
区
　
　
分

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

入
　

　
入 

　
出

　
　
出

　
　
出

入
　

入
　

　

鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523

24

入
　　

　
出

　
　
出

日

曜 水   木   金   土   日   月   火  水   木   金   土   日   月   火   水   木   金  土   日   月   火   水   木   金   土   日  月   火   水   木    

１   ２   ３   ４  ５   ６   ７   ８   ９   10   11  12  13   14  15  16   17  18   19  20   21  22   23  24   25  26  27   28   29  30   

入
　 　

　
出

入
　 　

　
出

　
入 

　
出

　
入 

　
出

名
瀬
便

名
瀬
便

　
入 

　
出

　
入 

　
出

名
瀬
便

※4月 8日 ( 水 ) は、県議選対応にかかる臨時便です。

平成 27年度市町村交通災害共済加入者募集中！
　4月 1日現在で組合加入市町村に住民登録をしている方は、年齢に関係なく誰でも加入で
き、年会費 1人 500 円で見舞金最高 100 万円（死亡の場合）まで補償されます。各家庭に
申し込み用紙を配布しておりますので、加入を希望されます方は各島出張所に申し込み用
紙と掛金を提出して下さい。
【加入対象者】　4月 1日現在で組合加入市町村に住民登録をしている方。学校への通学・　
　　　　　　出稼ぎ等で一時的に転出される方でも、市町村長の認める方は対象。
【共済期間】　　平成 27 年 4月 1日～平成 28 年 3月 31 日
　　　　　　　※中途加入の場合は受理した日の翌日からになります。
【共済掛金】　　1人につき 500 円（中途加入も同額）
【見舞金額】　最高 100 万円（死亡の場合）
　詳しくは各家庭に配布したパンフレットを参照下さい。

▲　【　諏訪之瀬島ナベタオの山桜　】


